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岡本一平
新羅唯識派の芽皇寺玄隆の伝記は不明であり，その著作『玄隆師章』も
また散逸してしまったので，従来，玄隆に関してほとんど知られていない
のが現状である．既に常磐大定氏1，八木畏恵氏z，高峯了州氏3，金相鮫氏4
I 常聖書大定［1973:180・181］参照．『ー 釆要決』によって，玄隆が義祭説を引用するこ
とを指繍している．
Z八木美恵［1962:289 ,378・379］『恵信教学の基礎的研究』を参照．常搭氏の指摘をふま
えて，『教時務論』において，玄隆が玄挺系統に位置づけられていることを紹介してい
る．
3高峯了州 ［1942）を参照．前峯氏は，凝然の 『十m日能険常鑑記Jに．玄F盆説が引用さ
れていることを指摘する．
4金栂主主［1988］は，簡潔な論述ながら示唆に2富む．金相皇室氏の見解は，芽皇寺玄隆を
元暁の遣法と位置づけることにある．その給拠は二点である．晩年の元暁が住持し，
『華厳経疏J撰述したとされる芥皇考に関連すること．永超の『東域伝灯目録』（大正
蔵五五 ・一一六一c）に．元暁の著書占『幼義』の割註の「芥皇寺房本Jという記述か
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などの諸学者によって， 日本の仏教文献が『玄隆師章』を引用することは
指摘されているにもかかわらず，＊皇寺玄隆について論じられることは稀
である．
私が玄｜塗に関心を抱いた経緯について述べれば，日本の示観房凝然（1240 
～1321）を研究していた中で，凝然文献における本書の引用の頻度と重視が
気になったからである．重視の例は， 『華厳経探玄記桐幽紗』ではs.地論
宗南道派のj争影寺慧遠（523～592）や摂論学派の福成寺道基（～637）と列べて
論じ， 『十重唯蹴瑞鑑記』巻第七では〈 「唯識義Jについて二十門の分別
する中，道基より二門，慈恩基より六門，そして玄隆から三門を取意によ
って引用し，自説に援用している．このように，凝然が自説を形成する上
で重視していた玄隆の教学とは，一体どのようなものであるのか，という
疑問をもったからである．
‘玄隆に関する先行研究を調べた結果，興味深い引用文や見解を知り得た
が，玄｜径の思想背景， 『玄隆師章』の内容についての十分な了解は得られ
なかった．そこで本稿では，第ーに『玄隆師章』の逸文を可能な限り収集
し，第二にその逸文資料に基づいて，玄隆の学派背景について検討してみ
たい．
E 『玄隆師章』に関する日本の伝承
安然の『教時誇論』によれば，慈恩基（632～682）とは異なった学説を主
獲した学匠の一人として，玄隆の名前が挙げられている．
玄隆・固弘 ・補防 ・秦賢．並作章疏共稀案受三蔵之旨．而多違背基之義．
ら．玄峰の書写本と了解され．彼が『劫義』を流布させたこと．また『東域伝灯目録』
（同上）によって，『玄隆章』の巻数を十五巻としている．この論文は．東京大学大学
院の金夫鶴氏から紹介していただいた．ここに感謝の意を表したい．
5日蔵一・ 三三四a，資料編・『洞幽紗』 Gを参照．
6日蔵七五・一二一b～一二ニa，資料編『常鑑記』②＠cを参照．
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（大正蔵75・365c)
安然がどのような記録を参照したのか判らないが，玄隆・岡弘・補（や1か）
防 ・秦（太か）貨の四師Ii7，玄撲三歳の説を受けたと称して，基の説に違背
することが多かったと理解している．ただ『玄降師章』の逸文を検討した
が，明確に基の説を批判している箇所は無かったので，玄隆が基説に批判
的であったとする安然の理解を支持するためには，なお検酎しなければな
らないだろう．この他に凝然もまた，玄隆を法相宗として位置づけている
ので，玄隆が玄柴系唯識説に立脚する学匠であったことは間違いなかろう目
玄柴系唯識における玄隆の位置について，この『教時務愉』の伝承が唯
一のものであり，その他の伝記や学系等は不明で，生没年や『玄隆師章』
の成立時期について，特定することは現存資料からは不可能である．そこ
で，写本の記録や後世の引用によって，おおよその活臨時期を整理してお
きたい．まず，石田茂作氏の研究を参照すればa，日本の奈良時代の写本の
記録によって，天平勝宝二年（750）と同四年（752）に著書写されていて，本書が
日本に将来された時期は750年以前ということになる．この記録は玄隆及び
『玄隆師章』に関する最も古いもので，玄隆の活動時期の下限を定める参
考になる．また金相鮫氏は， 『東成伝灯目録』の，
玄隆師章十五巻
劫義 芽皇寺玄隆房本
という記述に注目して，玄隆が元暁（617～686）『劫義』を笹写し，流布
せしめたと述べている9＿ したがって，玄隆の生没年代は七世紀後半から八
7困弘にもまた『国弘師章』という著作があり，『玄隆師:i'j!』と同時期に書写されてい
る．本書も凝然の『華厳孔目章発悟記』等に引用されているが，園弘の伝記等につい
ては一切不明である．
8石図茂作 (1930：’142）参照．
9金相銀註[1988）.この金相銭氏の指摘によって．玄隆は元暁より後代に活路したと考
えれ．現時点では玄隆の活動時期の上限を推定する，最も有力な恨拠となっている．
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世紀前半と推測され， 『玄隆師章』は，この時期の新羅の唯識研究を伝え
る資料として位置づけることが出来る．
新羅の唯識派では，長徳王の時代（742～764）に活臨した太賢が著名であ
るが，以上の諸資料の整理，特に書写の記録よりみて，玄降の活動時期は
太賢より若干先行するのではないかと考えられる．ただし，管見の限りで
は太賢の著作に玄隆説は引用されていないので．玄隆と太賢との関係につ
いてはわからない．新艇において玄隆説を引用する文献には，見登『大乗
起信同異略集』があるが，本書は九世紀初頭の著作とされるので，玄！盗の
生没年を決定する上では参考にならない』o_
次に本舎の題号と巻数を検討しておこう．まず題号の用例には，主に「玄
隆師主主J f元隆師章J f玄隆師義章J 「玄隆章Jの五例があり，古い用例
として奈良時代の写本の記録には f玄隆師章Jと「元隆師章J，平安期に
は源信 『一乗要決』の「海西玄隆師義章Jや『東域伝灯目録』の「玄隆師
章J，鎌倉期では瀧然は「玄隆章Jを使用することが多い この中で，古
い用例から考えて「玄隆師意」の可能性が高い．しかし後に検討するよう
に， f玄隆師義章」という題号もまた，本容が『大乗義主主』に類似した文
献と考えれば，著作の名称、として根拠があると考える．今は古い用例に従
って， 「玄隆師章Jとしておきたい． 「元隆師奪j は誤写もしくは音通だ
ろう
次に巻数についてであるが，これは極めて厄介な問題である．というの
も，金相鉱氏は『東域伝灯目録』によって「十五巻j とするが，奈良期の
写本の記録には f一巻J f四巻j 「六巻Jと記録されているからである．
これは写本形態の相違と理解して良いのだろうか． 『玄隆師章』を最も良
く引用する凝然にしても， 「新羅国芽皇寺玄隆法師．造十余巻章Jと述べ
るに留まり 1，巻数が明確ではない．したがって，巻数の問題は保留してお
ただし後に検討するように，玄隆は四識鋭の解釈上，元焼『中辺論統』を参照した形
跡がなく，玄隆と元焼の思想上の関連を積極的に指摘するのは困難である．
10石井公成［1994:126の註］を参照ー
1 自殺ー ・三三四a，資料編『洞幽紗』のを参照．
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く方が良いだろう．
以上で， 日本における玄隆の学系に関する伝承の紹介，そして『玄隆師
章』の成立時期についての推定を終える．それでは． 『玄隆師章』逸文の
検討にうつりたい．
田 『玄｜監師草』逸文の検討一玄隆の学系を中心にー
I. Iまじめに
最初に『玄隆師章』を引用する諸文献について紹介しておきたい． 『玄
隆師立』を引用する文献の大半は，日本成立の文献であり，中でも凝然文
献が圧倒的に多く，朝鮮成立文献は見登『大乗起信同異略集』だけである．
凝然の著作では， 『華厳探玄記洞幽妙』 （『綱幽紗』と略称） ・『華厳孔自
主震発悟記』（『発悟記』と略称）・『十重唯識瑞鑑記』（『瑞鑑記』と略称、） ・
『五教主主通路記』（『通路記』と略称）の四文献，その他は，普珠『法苑義
鋭J，源信『一乗要決』，安然『教時評論』，見登『大乗起｛言問異略集』（『向
異略集』），合計すれば五師八文献である．本稿の最後に『玄隆師章』逸文
集成としてまとめておいた． これらの内容を概観しておくと次のようにな
る．
( l）『洞幽紗』
(2）『発悟記』
(3）『球鑑記』
(4）『通路記』
(5）『法苑義鏡』
三苦 ・八苦の解釈，六通の解釈
十一識義
唯識義
四善根義
大乗と一乗
(6）『一釆要決』 無性有情に関する伝承
(7）『教時誇論』 玄襲系唯識派における玄隆の位置づけ
(8）『同異略集』 四分説
管見の限り『玄隆師尊重』の引用だけでなく，玄隆に閲する記述は全て蒐
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集してみた． しかしながら，この中で， 『瑞鑑記』『同異略集』など明ら
かに取意の文章や，引用範囲が確定し難いものもあるので，その点は注意
しておきたい．
さて『玄隆師章』とはどのような著作だったのだろうか．結論から述べ
れば， 『玄隆師掌』は， 玄笑訳経論を中心とした『大乗緩主主』に類似した
文献と考えられる．このような私の推定は，本警の構成の問題から窺える．
『玄隆師章』中，判明した項目は唯識義 ・六通義 ・四善根義 ・十一誠義で
ある．この中で，後に比較するよ うに， 『玄隆師章』 「六通義Jは，明ら
かに慧遠『大乗義章』 「六通義Jを参考にした形跡があり，この他に「l佐
職義J 「十一誠義Jなど，仏教における幾つかのテーマ（義）を， 「掌Jと
いう形式の下に集成した文献と判明するからである． また『玄隆師掌』で
は自説を述べる場合， 「大乗云Jと表現することが多く，この点からも，
本警が玄撲系唯識説に立脚した『大乗義章』 といえよう．
そもそも『玄隆師章』なる作者名を付したタイト／レは，作者自身が命名
したと考えるには不自然な名称であり，おそらく 『大乗義章』に類似した
著作が多く作られため，それらを区別する目的から，後代の人物（弟子か書
写した人）が作者名を付したのであろう．奈良時代の日本に将来された類似
した苦手名をもっ著作には，『園弘師章』など延べ十六部が存在する12. この
’他に敦爆出土文献の地論宗南道派文献中，S六一三Vのように『大乗義章』
iこ類するとされる文献が発見され13，このような形態の文献は，中国や朝鮮
のある時期に，数多く制作されたと思われる．
ただし『玄隆師章』は地論宗南道派の文献ではない目先に見たように，
安然と凝然が玄隆を仏教諸学派上に位置づける場合，必ず玄挺系唯織の系
穏によって理解されるし， 『玄隆師章』の逸文内容を検討すると，引用さ
れている経論の中心は玄奨訳経論だからである．したがって，七世紀後半
から八世紀前半の新羅では， 玄襲系唯識説を学んだ人々の中で， 『大乗義
lこの中で『園弘飾章』四巻は，凝然によって引用され， fD佐餓議Jなる項目があっ
たことが判る．『十重唯織常鑑記』（日蔵七五・一一七a）を参照．
13石井公成註（JO）論文九二頁を参照．
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章』のように仏教に関する様々なテーマを，体系的に解説する著作が成主ム
し．その一つが『玄隆師章』であると考えられる．
逸文資料だけによって，玄隆がどの経論を重視していたか判断すること
は危険であるが，参考までに『玄隆師意』に引用される経論を調査した結
果を述べておきたい．まず第一に玄奨訳経論を中心にしていることが判る．
1准融関係では『漁伽師地論』 『阿毘達磨雑集輪』 『世親釈摂大衆論』 『成
。佐織論』，アビダルマ関係では， 『大毘婆裟輪』『）I慎正理論』『品類足論』
『倶舎論』等，経典は『大般若経J等を引用する 玄撲以前の訳出経論に
は，其締訳『世親釈摂大乗論』 『大智度論』 『成案愉』 『幸If心論』 『十地
経論』 『中辺分別論』 『浬祭経』 『大品般若経』 『党網経』 『華厳経』な
どである．また玄隆は， 「ー解」 「古来大徳J 「古来伝説Jなどと，幾っ
か先人の学説を紹介しているが，作者名や人物名を出して引用する例は全
くない．この点、は， 玄隆の学系を検討する上で，最－も障害になると思われ
る．従来の研究で判明しているのは，霊潤を擁護して神泰を批判したとさ
れる義祭の説を引用していることだけである“．
『玄隆師章』には，唯識説に関する詳細な識論も含まれているが，その
ような議総に踏み込むことは，現在の筆者の力量を越えているので，玄隆
の唯蹴説の意義については，今後の課題と したい．本稿では， 『玄隆師章』
に紹介される議論を，同時代の著作と比較することによって，玄隆の学問
背景を検討し，新羅仏教史における『玄隆師章』の位置を少しでも明らか
にしてみたい．
2.無性有情に関する伝承
まず源、信『一乗要決』①の逸文，すなわち，無性有情の存在に閲する伝
承の問題を考えてみたい． この問題は，常磐大定氏，八木畏恵氏によって，
既に検討されている．周知のように，インドから唯職説を中心とする経論
を将来した玄撲三蔵（620～664）が翻訳を開始すると，それまで真諦三歳（499
～569）が訳出した経論に依拠して．唯識E売を学んでいた学匠たちから，激
14常磐大定住（I），八木美恵註（2）論文を参照．
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しい批判がなされた．論争の経緯は，旧訳の立場から湿潤が五姓各別説な
ど十四条にわたって異議を唱えたと ころ，次に神泰が鐙潤に対する批判蓄
を著し，さらに霊潤を弁護した新羅の義祭は神泰説を批判したとされる．
『一乗要決J①は， このような論争と関連するものである．
泰法師云．縫什法師貌従西国歴事聴受目知仏性緩不週有情．道生既緩什学
徒．公選什師 立諸衆生皆有仏性．故什法師回集衆淘磨．繍出道生．道生去
後什法師尚在 云云義策法師弾泰師云．按附初予骨長房年録云．経什偽楽銚輿
弘始＋一年．東普安帝義照四年成申死 然竺道生被1策. ~長文帝時也．如此羅
イ十死後十六年．方至文帝．如何得言羅什未死道生見抜．又如君言．道生見積．
朔当道理．道生伝云．見積之時．法師誓言．我所説不合理者．願於現身．得
病病等．若不調主理．願執盤尾而終．後経文来至 如願而死．云云海西玄隆
師義章引此事．大途同義楽師．然誓言奥祭師記異．附若我所説 逃正理者．
是我見身使入地獄．若順正理．不離高度．而取命終．云云
（大正蔵 74・361b，資料編『一乗要決』①）
神泰は，無性有情が存在する証拠として，仏性が衆生に遍しないことを
主張した鳩摩羅什が，仏性が一切衆生に有ることを唱えた竺道生を排斥し
た，という奇妙な伝承を述べている．この神泰説に対して，義祭は，伝承
自体の虚偽性と竺道生の正しさの二点から反論していると思われる．そし
て玄隆は義祭説を支持していることは間違いない．したがって， 「海西玄
隆師義宣言，比の事を引く」とする『一乗要決』の言築を信頼すれば，玄隆
の学系は霊潤や義栄と近い立場であったと恩われる．
3. 大乗と一乗について
玄隆大乗 ・一乗説は， 『法苑義鏡』①所引の逸文によって知ることがで
きる．ただし，この内容は．『玄隆師章』に引用された三蔵説（おそらく玄
奨説）であって；そのままで玄隆説と見倣すことはできない．しかしながら，
玄奨系唯識に立脚すると恩われる玄隆が，批判対象の学説として三蔵説を
引用するとは考え難いので，別資料の発見によって，以下の内容と対立す
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る玄隆説が紹介されるまでは，玄隆が三i*説を支持しているものとしてお
きたい．
玄陰師云．三蔵解云．大乗ー采語別義同．言大染者針小之名．言一乗者封果
之名 今"VJ'之問． （大正蔵 71・176a，資料編『法苑義鋭』①）
すなわち，玄隆の伝える三蔵説は，大采－と一釆とは用語は異なるが意味
は同じであり，ただ小乗に対して大乗，仏果について述べる場合は一乗，
と説明している．おそらく玄隆自身の立場もまた，この玄柴説に類似した
大衆税を採用していたと思われる．事実， 『玄｜塗師章』逸文には，大乗と
薩婆多の学説を比較する説明が多く，玄隆は自説の多くを大乗と表現して
いる．これは，先に『教時評論』①の逸文を検討したことを支持し，玄隆
が三蔵説を重視していた，という安然の伝承は正しいものと考えられる．
ただし，基の説に違背していたかどうかは判断しがたい．少なくとも蕃珠
は，基『法苑義林章』を解釈する上で玄隆説を援用していることからみて，
基と玄隆に本質的な相違を認めてはいなかったはずである．
この他に凝然によれば，玄隆は大釆を頂点とする毘曇 ・成実 ・大乗の三
宗判なる教判を採用したと述べられる．
i争影大師大乗義章．一切法門就三宗半IJ.耽曇 ・成賞・ 大衆等也．英大乗者．
苗認諾教．道基法師是鱗論宗田作協大衆議章一十四巻．締諸法門．亦約三宗．
即l耽曇 ・成賞 ・大乗．其大乗宗．是醤隷諸経論．櫛愉為本．旅盤一切．彼師
亦造問i耽曇章十五巻 専明有宗法義．而日村氏隙成事r大釆法務．新経園芥皇寺
玄隆法師．造十絵巻章．陳諸法義．大衆義理為本成立．而兼緋明隆婆多義
而亦時陳成寅宗義．隆章大乗義郎法相宗田専｛衣聡伽雑集等新謬経論．兼引奮
諜経論成立．此大乗義．輿浄影進基所立．多別少同．（日磁I・ 354a) 
すなわち凝然によれば，慧遠・道基・玄隆の三師の共通点として，毘曇 ・
成実・大衆の三宗判を用いたとされる 相違点は大乗理解にあり，慧遠は
旧訳経論を，道基は『摂大乗論』を中心に旧訳経論を，玄隆は『稔伽師地
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論』『雑集輪』などの玄喋訳経論によって，それぞれ大衆を解釈したとし，
玄隆鋭は慧遠・道基説とは，多くは異なり幾つかは同じであったと述べるー
玄隆の大乗理解が，他の二師と比較して異質な側面があったとするが，具
体的には不明である．
さて，玄隆が三宗判を採用したか否か，結論することは難しい．確かに
『玄隆師章』には薩婆多・成実・大乗ーの学説を比較する箇所は多いが， 「薩
婆多宗J 「成実宗J 「大乗宗Jといった用例は一つもない．三宗判に類似
した教判として，態遠は立性宗 ・破性宗 ・破相宗 ・顕実宗の四宗判を用い
る1s.仮にJ箆然の指摘を正しいものとするならば，玄隆は教判論において，
地論宗南道派宗の影響を受けていると推定できる．ただし， 『玄隆師章』
逸文において，纏まって教判を展開する文章が見つけられないので，三宗
判を玄隆の教判論と見なすことには，更なる検討が必要である．
4 十－－＇＂識義 について
次に『玄隆師章』中の「十一識義」について検討してみたい． 『玄隆師
章』 「十一職義Jに関する逸文は，凝然『発悟記』（資料編『発悟記』②～
白）に引用されており， 「十一識義Jは，①名，②体，③三穂黒習通塞門，
④四融摂門，⑤建立門の五門によって構成されている．
玄隆法師意中有十一織義.HP立五円分別義理．一名．二階t三々種採習通
塞門．四々織郷門．玉建立門．其名飽二門主目前巳引，（日仏全 36・104b)
十一識説は『摂大乗輪』特有の識説であり，真蹄三蔵（四九九～五六九）
によって『摂大乗論』が翻訳されると，士也総学派や摂論学派によって研究
対象のーっとされたものである．今日， I也論 ・摂1命学派において，十一識
15 慧途の教割lについては，吉津宜英［1977）を参照．また.~迷と道滋が三宗判を採用
したことは．凝然『三国仏法伝通縁起』（日仏全六三・一七b）にも記述されている
ここでは，玄隆に関して触れられていない．
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説を問題に した文献には， j争影寺懲遠『大乗義章』巻第三末 「八職義116’ 
大正l蔵八五巻に収録されている数燈出土文献『摂大乗論抄』と『摂論主主』
巻第一，また断片的ではあるが『発悟記』所引の道基 『摂論義章』でも扱
われている．慧速が十一識説を fJ＼織義J中で論じることに対して， 『摂
大乗論疏』等は十一識説を独立した項目として扱うので，『玄隆師章』は，
摂論学派の諸文献を参照していた可能性が目前い．
まず十一織の名称、の問題として，玄隆は真諦訳に基づき玄柴訳を用いな
い目すなわち，身蹴 ・身者識 ・受者甑・応受識（彼所受識） ・正受識（彼能受
識）・世識・数織・処識 ・言説識・自他差別織・善悪両道識（括弧内は玄撲
の訳語）である．これは，真諦訳『摂大乗論』に依拠する慧遠や摂論学派の
人々と同じで，玄隆が玄奨訳だけに固執した形跡はない”．
次に，玄隆の学系を検討する上で「四職相摂門Jを問題にしたい． f四
識棺摂門j とは， 『摂大乗論』の十一織と 『中辺分別論』の四職（似根識 ・
｛以塵識 ・（以我職・似職識）の関係について扱った部分である．金相絃氏は玄
隆を元暁系に位置づけるが，玄隆の囚織の解釈には，元暁『中辺分別論疏』
の四識解釈を参照した形跡がないのである．元暁の仏教研究は広範囲であ
り，主に知来蔵思想，旧訳経論の研究，玄英訳経論の研究に区分されるが，
元暁自身の立場は』 『大乗起信論』の一心説を中心にした如来高器系統の思
想家と思われる．金相絃氏の見解，すなわち玄隆を元暁系統の学匠と位置
づける説にも一理あると思われる．しかしながら，具体的な学説に関して，
両者を比較してみなければ，玄隆が元暁『劫義』を流布させた可能性はあ
っても，思想系譜上に位置づけることは早計といえないだろうか．私は金
相絃氏に対して積極的な反論がある釈ではないが，今少し慎重に論を進め
てみたい．
16大正蔵四四 ・五三五a～b
17諸説（慧逮・摂総学派・玄隆）を比較した結論として，玄隆の解釈は，どの説とも
一致しない．特に，玄隆以外の諸師は，十一臓と四織の関係を完全に対応させること
に対して，玄隆の解釈は，四識を I我執の病を破すJために設定されたと述べ，正受
織・感受餓・身織の六織に関連する三つの識だけを対応させ．宋那織・阿頼耶識に関
連する識は除外している．資料篇・『発悟記』⑬を参照，
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というのも，元暁『中辺分別論疏』（巻三のみ現存）は，真諦訳『中辺分
別給』に対する注釈著書であるが，既に玄炭訳論番や新訳の訳語を使用して
いることが指摘されている18. 元暁の四識説の解釈もまた，玄決訳『弁中辺
輪』を参照して語義解釈をしているが，玄隆は真諦訳しか参照していない
からである．
玄隆の解釈（日仏全36・!05b，資料編『発悟記』⑮）
組塾塾者．王室盤一分中掘故．中i豊百命云.｛以我職者．調童塾奥我見無
明等相~故．
元暁の解釈（日仏全36・105c)
重意識奥我見無明等相感故者．謂圭型塾於一切時我見相f!.就通立名
放名鑑塾也．
真諦訳 『中辺分別論』（大正蔵31・45lb)
盤韮者．調童盤奥我見無明等中目！恋故．
玄奨訳 『弁中辺論』（大正蔵31・464c)
鑓似我者．調染主型輿我療等恒相1$故．
この比較によって，元暁が似我識を末那識（第七識）と解釈しているのは，
『弁中辺論』に依拠していることが判り，玄隆が1以我識を正受識（第六識）
と解釈しているのは，玄撲訳を参照せず，真諦訳だけに依拠していること
が判る．玄隆は正受織を， 「正在六識故．唯説六識」と規定しているので19,
元暁と玄隆の解釈の相違は明確である．したがって，玄隆は元暁 『中辺分
別論疏』を参照していなドと結論できる．仮に玄隆が元暁門下であるなら
ば，元暁の学問上の姿勢を継承しているはずであるが，むしろ凝然の指摘
18 『仏書解説大辞典~ 8巻，三六～三七頁を参照．水野弘元氏が執筆を分担している
19 『発搭記』「五正受職者．得論云． 正受識者．間六織界．隆云．六誠之身受用六塵
故云正受也． 問． 本織及宋那受用境界 何ー故不名正受隙耶．解云．通為漏．亦有此義．
然受用苦楽．正在六総故.D佳説六織也．己上又云正受践者．六識為性．巳上J（日仏
全三六 ・ー 0三c，資料編『発悟記』⑥）
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によれば，この部分の解釈は，道基説に近いのである却
この他に『玄隆師章』の逸文中には，元暁の所依の論容といえる『大乗
起信論』の引用や，仏性・京日来蔵説を問題にした箇所は発見できない．無
論，本稿は逸文研究であり，完本の『玄隆師主主』を対象にした研究ではな
いので，引用経論の有無等を判断するだけの材料を得ているとは言えない
が，仮に玄隆を元暁の系譜上に位置づけるならば，やはり文献上の関係を
論証しなければならないだろう．したがって，現在の所，元暁と玄隆の関
係については慎重を期しておきたい．また元暁の問題は別にして，この点
からみても玄隆は，玄挺訳のみを重視する傾向はみられない
5.玄隆の四蕃板説
次に凝然の『通路記』 巻第三十八に引用される，菩躍の行位説と四善根
位に関する玄隆説を検討してみたい．凝然が玄隆説を引用する理由は，法
蔵『五教章』に紹介された行位説の主張者に関する問題である．すなわち，
法蔵は始教直心教の行位説を次のように解説している．
二為直進教為見修．及通地前以為大乗十二住義．為影｛以小乗故．又彼地
前有四十心 以彼十信亦位成故．此亦為似小乗道前四方便故．是古文梁扱論云
如須陀疑道前有四位．謂釆頂忍世第一法．菩隣地前四位亦如是．繍十信十
解十行十廻向．文亦為（以廻心教故．以信者事四位為資粕i位十廻向後別立四普
盟主型丘隼．見等同前，（大正蔵 45・488bc)
法蔵によれば始教直心教の行位説とは，十信・十解・十住 ・十廻向を資
糧位とし，十廻向の後に別に四善根位を設定して加行位とする．凝然はこ
の説の主張者として， 『玄隆師章』を引用するのである． 『玄隆師主主』は
I古来大徳Jの見解として二説を紹介している．その中で第一説は， 『五
却 『発悟記』「中漫論中指事明之．其中｛以我萄誇之文．惣云君主1哉 書濫第六．是放玄
隆判此意職為第六織 道基法師意似指第六餓然丘飽大師靭l為末男n：又新鍔中透分明白
既云染末那也.J （日仏全三六 ・一O六b・資料編『発悟記』⑮）
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教主主』の学説とほぼ一致する．
第一説
ー解．十廻向以後．初地巳下.J.llJ有四善根．第一阿僧祇巳後．一小劫内．欲
入初地．別修四喜善娘．故織論云．巳過地前四位.J.lj有燃行．又大智給云．柔順
忍.＃照生忍中間．有頂法也．如：声開法中 傾忍中間．有頂法．解云．十解等三
位．名為柔順忍．初地菩隊．名為無生忍 比二忍中間．有頂法為顕声開法中．
奥頂法相似故．疏説頂法．不後槻等解法．
（大正政72・511a資料編『通路記』②）
第二説
ー解云．四善根．唯在地前四位．無別｛立地．調娘者十解．頂者十行．忍在十
廻向．十廻向最後一軍1HJB.名為世第一法．
（大正蔵72・5llb，資料編『通路記』＠｝
すなわち第一説は，三僧祇という修行時間の問題が導入されているが，
初地と第十廻向の聞に四善根位を設定することから，明らかに先の『五教
章』に紹介されていた行位説と類似している．また根拠には， 『摂大乗論』
・と『大智度論』を挙げている 次に第二説は，十解＝燃 ・十行＝頂 ・十廻
向＝忍・第十廻向の最後の一軍lj那＝世第一法と解釈し，特に典拠は指示さ
れていない． このこ説を図示すれば，次のようになる．
第一説
十解 十住 十行 十廻向 四善根
初地
第二説
十解＝鰻十住＝頂 ＋行＝頂十廻向＝忍第十廻向最後軍1JlB＝世第一法
初地
この二税の中で玄隆説は，第二説を紹介した直後に，第一説によって会
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通していることから，玄l塗自身の説は第一説を前提にした会通説と思われ
る．
問．若爾摂論及大智度論．云何合通．解云 摂論云己ifJ四位者通相為論．
謂巴過十信有煩．己過十解有頂．巴過十行有忍． 十廻向最後利那 名為世第
一法 故云巳過四位．不説四善根皆過四位也．口大智度論云. ~長順忍．無生
忍中間 有頂法者目十住巴上．初地巳下．皆名柔順忍．此慨等四普根．在ニ
中間． 故云間也．不説皆過柔順忍末後也．（大正蔵72・51lb，資料新『通路
記』①）
すなわち，玄隆は第一説の根拠に『摂大乗論』と『大智度論』を挙げた
が，この問答では，同じ論書によって第二説もまた支持出来ると している．
玄隆の会通の焦点は，これらの論警には，初地以前において四巻善根位の修
習を説示するものであり，四位（十信を含む）の修行の後に，全ての四善根
の修習を説示したものではない，とするのである．したがって玄隆には，
第一説によって第二説を排除する姿勢はない．
ところで， 『玄隆師章』第一説と『五教章』始教直心教の行位説とは，
どのような関係だろうか．まず 『玄隆師章』が f古来大徳．両解不同.J 
と述べていることから，この二説は，玄隆以前の解釈と見倣して良いだろ
う．それでは，この 「古来大徳」中に法政は予想されているだろうか．私
見によれば，可能性としては低いと考えられる．なぜならば，玄襲系唯識
説に批判的な『五教章』に依拠して，玄隆が自説を形成するのは不自然だ
からである．したがって，可能性として考えられるのは，法臓が『五教章』
を撲述する上で， 『玄隆師章』を参照したか， 『玄隆師章』に紹介される
f古来大徳Jの著作を参照したか，どちらかであろう．法蔵がどちらを参
照したのか，推定を進める前に， 「古来大徳Jについて若干検討してみた
し、
まず f古来大徳Jの問題を検討する上で，凝然の推定を紹介したい．
玄隆法師．新羅図人． 法門義解．多出数義．或有局新経．或有通他園．四善
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機位．巳作二解縛． 若通唐朝．英初解者凶営資首角草．若属新緑.1吉毅湖解．
或業IT,¥JIL染相法師解.g足言古来大徳等．不可局限 玄隆法師．自用初解．
故以唯識．合初解締．為玄隆法師自意正義．彼第二義．少嘗慧休法師解稗．
然休法師． 前九廻向．以為忍法．第十廻向．為世第一法．隆章後義．忍在十
廻向位．第十廻向j刷会剃那．為世第一法．雄然大途同慧休義．
凝然によれば，第一説（初解）を採用した人々に，新羅人として義湖と染
栂法師を挙げている．両者ともに伝記不詳である． 義湖に関しては，義湘
(625～702），又はその＋大弟子の一人とされる義寂（伝記不詳）21の誤字の可
能性はないだろうか．義湘『一乗法界図』には，この第一説と関連する学
説はないので，誤字とすれば，義寂の可能性の方が高いが，しかし彼の著
作において確認することが出来なかった．
また第二説においては， 意休（548～645）説との類似を指摘している．替、
休はn，道尼と曇避に就学して『摂大乗論』を研究したとされ， 摂論学派の
系縛に位置づけられ人物である また『摂論』の掌疏を著したとされる．
凝然の指摘を援用すれば，第二説の背景には，摂論学派における議論の一
つであったと考えられよう．
次に，太賢 『成E佳織論学記』に引用される，円測（613～696）『成唯識論
疏』もまた，菩薩の行位説と四善根位の関係について，諸説を紹介してい
るので，参照してみたい，
調lj云。（中略） ー云．四釜責日次配四十心．京日梁給云．如須陀釆道前有四方便．
菩薩亦有四方使故．翻四十心． 童生盟盟．一云．十解為綬．十住為頂．第九
廻向為忍 第十廻向為世第一法．謹呈盟皇．ー云．十廻向終心更開四善根．誓
法師也 大唐三蔵主主存後解．践初地方便 初別地如金剛心．非偽住故． （緯仏全
3・664ab)
21義寂については，春日礼智 (1973]
n替、休の伝記は． 『統高｛首伝』巻十五 （大正蔵五0・五四四b，五四五b）を参照．
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円測は，常法師説 ・述法師説・苦法師説の三税を紹介している・最初の
常法師は おそらく摂論学派の法常（五六七～六四五）と恩われる・法常説
は，真間『摂大乗論』を根拠に，四善根を四十心に配当する説で， f古
来大徳j説とは異質な側面があるが， どちらかといえば，四十心と四善根
のお古広立f：：：：い免九廻向＝忍第十廻向＝世第
法と解釈している目これは「古来大徳j第二説 ・慧休説に極めて類似す
る・とすれば， 述法師もまた摂論学派の人物と考えられる・
次に菅法師説は f十廻1古］の終心を更に開いて四善根と為すj といっ，
極めて微妙な表現’であるが 『玄隆師章』第一説に近いのではないかと思
う と ・のも誓法師説は：四善根を十解十住十廻向に対応させずに，
まとめ：廻向の最後に修習することを勧め さらに酬という表現こそないが，十廻向位自体とは区~I｝されていると解釈できるからである・ま
た円淑I｝によれば，苦法師説は玄挟三蔵（大唐三蔵）の考えに適ったものであ
るとされるので，円浪1］自身も書法師説を支でしていると言える
以上の点を整理すれば， f古来大徳J第一説，常法師，述法師説，曹、休
説は摂論学派， f古来大徳j第一説・菅法師説・玄柴説・円測説 ・義湖説
~~自7~
t紘派と摂論学派の学説の相違に由来し’玄F金は』挨系の説を中心にして，
摂！：！：：~：：：~午：；二~~！ム三師の関係叩う これまで
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6.六通義について
『玄隆師輩』 「六通義J（六神通）の逸文は汽凝然 『洞幽紗』に引用され，
この六通義は， 『大乗義章』の名称こそ出さないが，明白に慧遠『大乗義
章』巻二十「六通義J一特に「第四門明其大小不同Jーを参照しているM
この点から見て， 『玄隆師章』が『大乗義章』を模範にした著作と考え良
いだろう．例えば次ぎの問答によって了解されると思う．
『玄｜塗師章』問答
問．若爾何故撃厳経云菩薩鼻根間無色宮殿香．亦＋住断結経云有鼻通過於天
耳（日蔵1・33Ib) 
『大乗義章』問答
又問．若使鼻舌身綴塵合方知不立通者．華厳経説．菩薩鼻根聞於無色宮殿之
香．亦十住断結経中説有鼻通．過於目良耳．云｛可説言鼻不立通．
（大正蔵 44・856b)
この問答は， 『華厳経』や『十住断結経』は鼻根の神通力を説示してい
ると思われるが，何故に六通に含めないのか，という内容である．両者の
引用経典を比較すれば，明らかに『玄隆師章Jが『大乗義主主Jを参照して
いるのが判る．
この他に， 『玄隆師章』が『大乗義主主』を参照した証拠として，六通義
の構成と内容の問題がある．最初に『玄隆師章J「六通義Jの名称、と構成
をまとめておきたい．
神境遇 ①上下門，②小大門，③漸頓門，＠自他門
他心通 ②境心門 ②心心門 ＠三度門，＠頓漸門，⑤三界門，＠有漏無漏
門， ⑦三世門
作閉山考えるの糊であろう この学匠は複数か引特定i泊『玄隆師章J猷にこ f六通義jの名称
出来なし、が 同じ学系に属す人物と見て良いだろう I ~：~~~~~~！~：~~~芝：判断し命名した
円淑IJ『成唯識論疏』と凝然『五教章通路記』に紹介された学説を検討して
みた これらに第一説と類似した見解（菅法師・義湖等）が紹介されていた
としても，法蔵と玄隆が参照した文献は特定できなかった これ以上論証は困難であるので，簡単γif.a~Aをまとめておけば，法蔵が『玄隆師章』を
参照した可能性を残しつ；， L時点では，両者は現在判明しない学匠の著
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天眼通 ①上下門，＠大小門，＠漸頓門． ＠自他門
天耳通 別して明かさず（天眼通と大体閉じ）お
宿命通 ①上下寛狭門，＠小大門， ③五位門
編尽通 ①境界体相，②自他門，③不明
これから窺えるように， 『玄隆師掌』 「六通義Jは明確な構成によって
記述されていたことがわかる．この構成は，総連『大乗義章』に基づいて
いるのだが，全部を比較することは無理なので， 『玄隆師寧』神通境の解
釈と『大乗義章』身通の解釈だけ比較したい．まず構成の問題では， 『玄
｜後師~』の四門（上下門 ・ 小大門 ・ 漸頓門 ・ 自他門）は， 『大乗義章』の上
下不同 ・大小不同 ・多少不同・ 所作不同と対応している泌．この中で，漸頓
門と多少不聞を比較してみたい．
『玄隆師章』漸頓門
次漸頓門者．隆云． 薩婆多云．二乗聖者一心化ー．不能多身．若如来者勘論．
大乗云．二乗者一心化一．不能多身 如来能作多身．故浬終経云．二乗所作神
通変化．一心作一．不得衆多．菩薩不爾．或一心中．則能有是玉趣身．（日蔵1・
340a，資料編『洞幽紗~ 0) 
『大乗義章』多少不同
二多少不同．聖書関縁覚一心一作不能衆多 諸例菩i稜一時化現十方世界一切色
像．一時能現五趣之身．（大正蔵 44・860a)
内容は殆ど一致していて，声聞・縁覚は，多身に変化することは出来な
いが，仏・菩薩は一時に五趣身になることが出来る述べている．玄隆は『浬
娘経』を引用して論拠を提示していることのみ相違する．この他に『玄隆
師意』『大乗義章』の六通の解釈には，一致しない用例もあるが，その場
合の多くは，玄隆が『稔伽師地論』に典拠を求めることが多いためである．
お資料編『洞幽紗』 8を参照．
2G大正蔵四四 ・八六Oa.
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詳しくは資料編を参照していただきたい．以上によって，玄隆が『大乗義
章』を参照していることが判明し， 『玄隆師章』が『大衆義章』の類であ
ると論証できたと考える．
IV 結論
以上， 『玄｜溢師主主』の成立時期を推定した上で，本書の逸文内容から，
特に玄隆の学問背最を中心に検討してきた．不明被な点も残ったが， 『玄
隆師章』の輪車Iを提示することが出来たと考える．以下においてまとめて
おきたい．
第一に， 『玄隆師寧』の成立時期は七世紀後半から八世紀前半であり ．
太賢より若干先行すると考えられる．したがって 本書はこの時期の新羅
の唯識研究を示す資料と位置づけられる．
第二に， 『玄隆師掌』は，玄奨訳経論に基づいた 『大乗義章』に類似し
た著作であることである．特に六通義において， 『大乗義章』を参照した
形跡がある．
第三に，玄隆の学系の問題として，玄撰系唯識説の系統に位置づけられ
る．これは，引用経論の問題，さらに四善根位の解釈，玄柴説の引用，日
本の伝承を愉拠とした．その一方で，地論学派や摂輪学派に対して排除す
る姿勢はなく，むしろ会通する場合が多い．これは，義幾説の引用，摂論
学派で重視された十一誠説を扱い，四善根位の解釈においても摂愉学派のI ~－UR~~ーの問ーした刈に四…釈では真諦
訳『中辺分別論』だけを使用する傾向もあり，新訳経輸の中でも引用しな
い場合もある．
このよ うな検討の結果を踏まえた上で， 『玄隆師章』の成立に闘する私
見を述べておきたい． 『玄隆師章』が課題した項目の多くは，摂論学派や
t世論学派の学説を， －玄襲系唯識説の観点、から再検討することに集約されて
いるように恩われる．これは新羅の唯識研究の中で， 大乗に関する異説を
整理するために作られたのではないかと思われる この時，問題となった
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のは，おそらく慈l夜以来の摂論学派の研究の後，新訳唯織が導入された結
果として生じた限題だったのだろう．慈j蔵は芽皇寺において 『摂大衆論』
を講義したとされるが，その後，芥皇寺における唯識研究は，新訳唯識の
導入によって学問傾向は変化したはずである．このような動向の中で撰述
されたのが，~皇寺玄隆の『玄隆師章』ではないかと考える．
（参考文献）
常磐大定 [1973) 『仏性の研究』
八木美恵（1962) 『恵信教学の基礎的研究』
金相舷 (1988) 新羅 誓樋和上碑9.J再検討『黄寿永博士古稀紀
念美術史皐論叢』韓国：東国大学出版部
高峯T1・H(1942) 『華厳思想史』，百花苑
石田茂作（1930) 『写経よりみたる奈良朝仏教の研究J，東洋文庫
石井公成 （1994] 新羅華厳教学の基礎的研究一義相『一乗法界図』のJ
成立事情， 『背丘学術論集』 4
吉津宜英（1977) 浄影寺慧遠の教判論『駒沢大学仏教学部研究紀要~ 35 
春日礼智 （1973) 新羅義寂とその『無量寿経述義記』『新羅仏教研究』
山喜房審林．
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資料編 『玄隆師章』逸文集成
『玄隆師章』逸文集成は、後代の仏教文献に引用される『玄隆師章』を
収集し、引用文献ごとに分類したものである。引用の範囲の確定について
述べれば、凝然文献の場合は、大半が「巴上Jによって明示されているの
で、これに従った。その他、不明な点も幾っか残ったが、その点はそのま
まにし、あえて確定はしなかった。また、句読点に関しては、明確な誤謬
の問題を除いて、そのままにした。また，大日本金書は鈴木学術財団本を
使用した．
(I）凝然『華厳探玄記洞幽紗』120巻（一部欠）
①巻第47
玄隆章云．想倒者．想、数為性．心倒以食為性．両解不同．一解．論云
食等故．亦取除煩悩．以為以倒．三蔵云. ｛旦取貧使．不取除煩悩．所
以得知．下文云．但説食通二穏．調不浄浄倒及於苦楽倒．不説余煩悩
組．論云食等者．等取五門食等．不取餓煩悩目亦云．倒館者．調薩迦
耶見透執見一分 見取．戒禁取．及貧国巴取倒躍性．｛旦取食倒．不
取餓煩悩．巳よ（日J蔵l・52b～53a)
②巻第47
玄隆法師解波提意云．彼等想倒是想数為性．心倒是以心王為性．見倒
是以慧為性．巳上．次下文云．若依薩婆多正義．但立見倒．若想等者．
是倒親近．非正倒也．若依雑心解.｛旦取増上以為顛倒．非下劣煩悩．
身見中．我見是倒．非我所見．又見取中．禦浄是倒．非勝為勝．大乗
云．三見及一見一分．名為倒謹．謂身見．見取．禁戒取．遁見中断見．
巳上（日蔵l・53ab)
＠巻第七十八
玄隆章云．言苦若者．一切有漏法．行苦所随．由刀杖等而生苦受．苦
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上生苦 故云苦苦．己上（日蔵I• 279b) 
＠巻第78
隆次下云．問．若爾壊苦慮名苦苦．解云．亦得．然得名不同．絹苦受
有二 一者従苦具生．二者従嫌具嬢生．若従若具生者．名為苦苦．若
従繰接生者．名為援苦．巳上（日蔵卜 279b～280a)
⑤巻第78
隆章亦云．言綴若者．稔伽五十五云．聖堂嬢増上所起週嬢．省知是緩苦
性．非唯嬰壊．巳離欲者.Ii控復過彼．不為答故．解云．由盤壊所生憂
悩． 名為壊苦．非唯嬰嬢為苦．巴雌欲者．雄過嬰嬢不生苦故．問．若
爾何故稔伽二十七云．食棋等煩悩為媛苦性．故彼論云．若諸煩悩於一
切慮正生起時．纏縛其心．令心密接．即生衆音故．名壊苦．又如説言．
｛主食欲縛．領受欲縛縁所生身心週苦 如是住｜眠悲憤沈睡眠悼暴悪作疑
趨．領受彼纏縁所生身心遍苦．由比至教第一至教諸煩悩中苦義可得．
故説煩悩為壊苦性．解云．彼論云．二種聖教中． 由諸煩悩而生遍苦．
故名為援苦目不説即説諸煩悩以為嬢苦性．又彼論云．少是老所治．無
病是病所f台．所主役務遂．是求不得所f台．復有苦受及所依慮所起煩悩．
復有無病等順苦慮等．及所依慮所起煩悩．如是総説為嬢苦性．解云．
週苦及遍苦之縁．線、説援苦性．若取正接苦性．用遍苦為性．又針法論
云．幾受及順幾受法於嬰接位転生遍悩故此嬰壊是壊苦性．解云
傑受饗嬢非即嬢苦．由嬰簸而生塑苦．乃名波苦．巳上（日蔵I・ 280ab) 
＠巻第78
隆章亦云．言行苦者．薩婆多云．一切有漏法．念念生滅．不安穏故．
名為行苦．大乗云．諸有漏法佐重所随． 性不安穏．故名行苦性．然除
苦苦綴苦二苦．余諸；有漏行．名為行苦f生．故愉云．三分無常之為縁苦
相可了知故．開生分無常．滅分無常．倶分無常；．生分無常為縁．苦苦
相可了知．言生分無常者．謂本無今有．苦本諸行．腫是逼迫．由此無
常為縁．苦苦性可了知．滅分無常為縁．嬢苦可了知．滅分無常者．調
巴有還無．楽品諸行不可愛楽．由比無常為縁．壊苦性可了知．倶分無
常為縁．行苦性可了知．倶分無常者．謂後重諸行相続流転．若生若滅．
倶不可楽．又漁伽六十六云． 云何行苦性．又此行苦． 遍行一切．若楽
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受若苦受若捨受中．此重量重相分明顕現．是故但説捨受行苦故苦．於苦
楽受中．愛眼二法協乱心故．此重量重苦．非易可了．又論伽六十一云．
云何復重所随故苦潤三界諸行．為煩悩役所随．性不調柔．不自在転．
間．若復重所随故行若者．山河等法無所覚了云何名悠重所随故行苦．
解云．不安穏義．非即覚知義．是故非情法亦為行苦．由此義故．諸－無
漏法雌有生滅．不名行苦．故検伽六十七云．道非苦受等所締故．非苦
苦．道非嬰接．故．何有綴苦．道能解脱雑染法儀重放．飽違一切生相
続故．是故亦非行苦所郷．亦大智度輪云．道諦無常．道智所知．是道
諦所揃．非苦諦撤．問．離欲者楽受亦非壊苦性．何故l准説無漏法．解
云．亦~説而不説者．無漏法是不相離故．唯説無漏．若有漏法中．綴
苦相雑故．除而不説．巳上 （日蔵1・280b～28lb)
⑦巻第78
隆章亦云．問．三苦性是八苦性耶．解云．若三苦中．苦苦性者．八苦
中生苦老苦病苦死苦．怨憎会苦所掻．若壊苦性者．八苦中愛別離苦求
不得苦所綴．若行苦性者．五取議苦所掻．故集論云．生苦乃至怨憎会
苦．能顕苦苦.1慎苦受自性義故．愛別離苦求不得苦．飽顕綴苦．巳得
来得順楽受法．嬢自相義故．五取趨苦．能顕行苦．不解脱二無常所随．
不安穏義故．解云．生滅二無常義故． 巴上（日蔵I・ 28lb) 
＠巻第82
阿国比曇章名六神通．浄影義章及玄隆章．唯名六通． （日放I・ 337a) 
＠巻第82
玄隆師云．通名通者．境界無窪名目通也．持業為名．巳上（日蔵I・ 327a) 
⑮巻第82
玄隆章云．非己目他．集起名心．故他心通者．亦知心法．然従方便名
為他心.a目修通者欲知他心．従本得名．故云心也． 己上（日~ I · 327b) 
⑪巻第82
玄隆.云．成案云．六通法行心己去．慧数為性．己上（日l蔵1・330a)
⑫巻第82
玄隆陳通瞳云．大乗云．通者縁境無窒義．天眼天耳二通．限耳二職中目
磨、慧数為性．故磁伽六十九云．云何天耳．云何天耳智．調若修果耳所
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嫌清浄色．是名天耳．耳識相＠！慧数．名天耳智．解云．若取正睦. lj: 
職棺~慧数為性．若取所依．清浄色為性．如天耳通．天眼亦爾．除四
通者．意識相膳慧数為性．問．何故眼等五根中．日佐取眼耳二椴以為通
髄．不取除根 解云.Oil!耳二根遠見遠聞．境中相通.ft余三根者合塵
取境．故不立通目問．若爾何故華厳経云菩薩鼻根聞無色宮殿香．亦十
住断結経云有鼻通過於天耳．解云 若約毅為論．亦有通義．然イ具取至
塵故．不立通名. ~問就本質．如経中説．鼻根清浄．能聞有頂香． 可言
立通．然六識等唯縁自相分．若限耳二椴．能取不至相分．若鼻舌身三
根．唯取己歪塵 不）I国通義．故不立通慧．巴上（日j箆ト 331b～332a) 
⑬巻第82
目耳二通亦有異説．玄隆章云．薩婆多云眼耳二通． 倶舎論云眼耳二議
相謄慧数為性．順正理論云意識相膳慧数為性．問．何故不取眼耳二識
以為通邪．解云．言通云．除障得通義．。佐取解脱道．眼耳二識非解脱
道故．己上（日蔵1・332a)
＠巻第82
故云漏霊智通者．玄隆章云．言漏盤通以二種．一能藍諸漏名漏車通．
二知自他漏盛名漏藍通．巳上（日蔵I• 333a) 
⑬巻第82
因明漏盤所依定者 （中略） 隆章云．薩婆多云．前五通者 唯依四根
本定．未至及中間定 是定強不平.1黒色定中．箸摩他道勝．日比鉢舎那
道劣故 難成功徳法．五通方便皆依色故．不依無色定．問．第二定
以上亦有神涜通者．第二定上無投業心．云何能授神境智通．解云．言
神境智者．一身為多 多身為一 大為小．小為大．名為神通．不緩身
語業．若設業時更知下地授業心．然授業故非通慧所揃．巳上（日j銭l・
333a～333b) 
⑮巻第82
問．此前五通．依四静慮、顕現接生．作法云何． 止観均正．其相亦何．
答．浄影義章及玄隆章．具出修得方便行相． （日蔵1・334b)
⑪巻第82
玄隆章．前五通皆有三道．天眼文云． 言天眼通三道者．先取日月等光．
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作遠見之想．次入本定．次後復作遠見之想．如是純熟． ｛民作遠見作意．
名方便道．言無間道者．正断通障．言解脱道者．巳除障故．初待通慧
也．言通慧者.Ji頂正理論云．能作遠見意識中通慧．以為通能．解脱道
是通能故 若倶舎論論伽論等断通障故．初見遠色．眼識相態態．以為
天眼通．以見遠色為天眼通故．天耳通三道者． 準天眼通可知，天眼天
耳二通故. §j陸名通慧. n佳然記性櫛．不正解脱道術．故経論云．五無間
三解脱道．婆沙云．諸有比生眼不見色．彼依何法能引天眼光l.答．如
有一得自性生貧．先除生中眼曾見色．彼依此故．引妓天眼．如是天耳
亦爾．巳上（日蔵l. 335b) 
⑮巻第82
玄隆章説漏蜜通云．能壷諸漏者．以有三道． 一方便道．断惑方便法名
方便道．言無間道者．正断煩悩道．言解脱道者．九解脱道．知自他漏
霊通者．亦有三道．準前可知．巳上 （日蔵I・ 335b) 
⑮巻第82
玄隆司E云 大乗云．前五通慧．唯依根本静慮．故総伽三十三云．依四
静慮授五通．調己得根本清浄静l意．為所依止．若依大智度論．亦依中
間定故．若二乗者．通四根本定．若如来者．唯依第四定．故検伽六十
九云．嘗知如来所有一切不共｛弗法．第四静慮以為依止目大智度論云．
声聞人所依．於三味中得天眼．即得住三味中能見．若有党有観三味．
若無党有観三昧．若無党無観三味．｛弗随所入三味中住．知見遊見．解
云．議伽論云根本定．亦婦中間定．若三乗人依然覚無観三味 得天眼
等者．有覚有観三味不能見色．又大智度論云．声聞人用是天眼見時．
所住三味中心入餓三味．天眼則滅．｛弗則不爾．錐入除三味．天眼不滅
解云．就修得天眼．故作此説．若報得天眼．一切時相続無絶．漏盤通
者．薩婆多云依一切智．大乗亦爾．薩婆多云．天眼天耳通．一向出定．
除者入定．若神境通中．若行等嬰転事者入定．若諸化者一向出定 大
乗云．若下地菩躍及二乗者．知上所説．若大地菩薩．一切時入定．能
六通也． ’巳上玄隆章所説義門．奥今所説大乗相思．以為潤色． 自立余大
小所説．亦養母主職． （日蔵1・336b～337a)
＠巻第83
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玄隆章中．明六通縁境差別．各開諸門．分別義理．其相要妙．賠通引
用．初神境通有其四門．一上下門．二小大門．三漸頓門．四自他門．
上下門者．隆云．薩婆多云．下不至上故．婆沙云．若依初定．唯至初
定地．不能到第二定地．以上乃至依第四定．至色究寛成或廃果．若論
傍去，声聞不作方便．小千世界．作意中千世界．樹党不作意中千世界．
作意大千世界側不作意．大千世界．作意然遺世界．解云 成質論云
若依初定起通．随所生慮世界起通． 得往自世界党世~.非除｝！！. 解云
法接部．上下傍去世界無遁．成実論及婆沙中．日佐説傍去．不説上下世
界．大乗云．亦有上下無遁世界．若二乗者．依初定通．唯至初定地．
不至第二定等地．従此巳上. ~監有欲界初土地等．定力劣故．過繋地慮
故．若大地菩躍無漏資黒故．至無遁世界．知大品経等説．大地菩薩遍
至無遵十方世界．教化衆生．論云備不作意．随他理門．巳離作意分別
故．大国境智一切時無噌減故．亦異生者．神境通天眼通天耳通．不及
玉浄天．問． 何故上下縁者．唯至自地．傍廃所縁不愉定力J解云．言
上下者．自紫地分故．不論撤性．言傍方者．無別幣故．唯説根性大乗
云如上故 稔伽三十七云．声聞但次二千世界名神境近＇・独覚但以三千
世界為神通境．又浬繋経云．諸菩薩無遁世界為神境通 巳上（日j箆l・
339a～340a) 
。巻第83
次小大門者．隆云．薩婆多云．最小不至極微．無独住極微故．極大不
満虚空．有質凝故．大衆云．最ノj、一極微．極大櫛法界故. ￥里紫経云目
菩薩所現身相．猶如衆塵 一切芦間島幸支悌等 雌以神通．不能嬰化如
細微塵．菩躍を警化身．猶如三千大千世界．以比大身入一微！皇．声聞縁
先a能化身令如三千大千世界而不能以声日比身入微塵身．巳上（日蔵卜
340a) 
。巻第83
次漸頓門者．隆云．薩婆多云．二乗聖者一心化ー．不能多身．若如来
者勘論．大乗云．二乗者一心化ー．不能多身．知来能作多身．故t呈祭
経云回 二乗所作神通嬰化 一心作一．不得衆多．菩躍不爾．或一心中．
則能有是五趣身．巳上（日蔵い 340a)
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白巻第83
後自他門者．隆云．一切神通能作自他身．然不能化根．故貫教伽論云．
不能製作根也．己上 （日蔵1・340ab)
8巻第83
此降四門．唯明通相．不欲顕其大小不同．而亦有明大小不同．
（日蹴I・ 340b) 
自巻第83
玄隆意中．不別明天耳．而彼天眼漸頓門中．準例天眼．令知天耳．義
理相状大同天眼故. H!比曇章陳天限縁境巴云目天耳通者例同天眼．巳上
故天耳通．可準眼知． （日蔵I・ 342a) 
自巻第83
玄隆法師明他心智略有七門．是縁境相．一境心門．経云．薩婆多云ー
唯縁心｛本．不縁行相．不縁所縁境．成実云．縁彼心体．縁彼行相．亦
縁所縁境．大乗云．縁彼心体．亦縁行相．亦縁所縁境．故稔伽論三十
七云．又能以一他心智．於ー有情．如是所有髄性．如是品類．如是行
相．於一合雄知．解云．言品類者．見相等品類 巳上（日蔵1・344ab)
の巻第83
二心心法門．隆云．薩婆多云．縁心王時 不縁心法．縁心法時不縁心
王．大粂云．声聞知上，大地菩薩．一時合縁心心法故．検伽論三十三
云．又以ー他心智．於ー有情．知是所有髄性．如是品類．如是行相．
於一念頃妓如実知．巳上（日蔵1・344b)
。巻第83
三三度r'j.隆云．薩婆多云．他心智以有三度．一者人度ニ者線度． 者
地度． 言人度者．不知上果心心法．言根度者．純根他心智．不知利根
心心法． 言地度者．下地他心智．不知上地心心法．大乗二乗如上． 若
大地菩薩．世絵有人度根度．来有地度．言人度者．不知土地菩薩心放．
言根度者．上地菩薩根性利故．故漁伽三十七云．又遍了知勝心菩薩所
有神通．除土地類菩薩悉能伏．若就三界地則無度地也 故十地論云．
人中心欲天心色天心無色心天心．菩薩他心智如実知之．又聡伽三十三
云．依止静慮能発五通．又遍了知勝心．潤生無色界．諾有情所有心．
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解云．依止色定 能知無色界心． 故知無地度義．若就初地等地義． 亦
有地度義．巴上（日蔵い 344b～345a)
R巻第83
四頓漸門 隆云．躍婆多云．縁一切衆生心心法時不縁齢者大乗云
一時頓縁多類衆生心心法故．稔伽三十七云．又以一他心智，於多有情
如是臨性．如是品類．如是行相．於一念頃立立知．又I里繋経云．菩薩他
心智．何異二桑田二乗以一念智．知一人心時．員lj不能知地獄畜生餓鬼
菩薩不爾．於一念中．遍知六趣衆生之心 問．若二乗唯知一人心者．
何故大智度論云 凡夫通於上四樟地．陪所得慮己下遍知四天下衆生心
心数法．戸開通於上四時地．随所得通庭巳下遍知千世界衆生心心数等
者砕支偽通於上四諦地．随所得通慮巳下遍知百千世界衆生心心数法．
解云 言知四天下衆生心心数法．爾許里地所有衆生心心数也．欲知得
知．不説一時．須知．間．何故天眼通等 声聞不作意小千世界．作意
中千等．今他心通中不説．解云．大智度論文略故不説．故倶舎論云，
他心通 声聞知三千世界砕支｛弗知三千世界．偽無量世界．大声聞麟
角大覚．不極作意．如次於一二三世界．若極作意．如次於二千三千無
数世界．己上（日蔵1・345ab)
。巻第83
五三界門．隆云．薩婆多云．他心通不縁無色界有情心心法．経部亦爾．
大乗云．能知三界有情心心法．故十地論云．人中心欲天心色天心天色
天心．菩薩心智如実知之．巳上（日蔵l. 345b～346a) 
。巻第83
六有漏無漏．隆云.i鐙婆多云．有漏他心通．不縁無漏心心法．無漏他
心通．不縁有漏心心法．大乗云．十地菩薩他心智．雄是有漏．而能知
一切有漏無漏心心法．無漏他心通．亦知有漏無漏心心法．故大智度論
云 間日．知他心智法．有漏他心智知有漏心．不知無漏他心．菩薩未
成仰．云イ可知声聞砕支｛弗無漏心．答日．汝声聞法中爾．摩詞術法中菩
薩得無生忍．世世常不失六通．以有漏他心智知無漏心．況以無漏知｛也
心智．解云．菩薩位．他心智雄有漏撮鰻．能知無漏心．六度勝福所業
修故．何況無漏他心智． 巳上 （日蔵l・ 346a) 
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。巻第83
七三世門 隆云．龍婆多云．他心智不縁過来心心法.i晶来心心法無縁
用故 大乗云．亦爾．問．若爾．何故大般若云．若有欲知過去未来一
切殺生心心法省撃般若波羅蜜解云若知過去是宿住通所編．若
知来来心心法．天眼通所櫛．所以者何 過去未来心心法．無縁用故．
能縁之知不名他心智 随其所l!J¥.宿住通天眼通所繍不名他心智 巴
上（日蔵l・346b)
白巻第83
t争影義章他心通中有七不向 上下不岡 田比曇三度全同隆章．
（日蔵I・ 346b) 
自巻第83
玄隆章明宿命通．略有三門．一上下寛狭門．隆云．薩婆多云．若初定
通 唯知初定及欲界過去事．不縁上地．乃至第固定．唯至第固定．不
縁無色界事．声聞不作意．小千世界．作意中千世界．濁覚不作意．中
千世界．作意大千世界．備不作意大千．作意無遁世界．大乗云．
聞知．苦ー薩乃至能縁無色界．亦縁無i墾世界．巳上（日蔵1・348b)
岱巻第83
声
二小大門．隆云．婆裟云 此宿住念智為一入定唯知一生為一入定多
生耶．答．初引接時．若一入定唯知一生．後純熟時．若一入定．百千
高生．大乗云亦爾．亦婆裟云．間．此宿住念智 一軍lj那頃能知幾生．
答．唯一生．大乗云．大地菩躍一軍IHl日頃能縁無量生事．巴上（日蔵い
348b) 
白巻第83
三五趣門．隆云 躍婆多云．問． 此宿念智一剃那頃能知幾趣有｛乍是
唯知一趣，復有説者．能知三趣．評日．聴作是説．能知多趣．調若転
輸聖王一利那頃ElP知人鬼傍生三趣．若約時量目不問凡聖．乃至八高劫
故婆裟第百云．常見論者．能憾知八高劫事．問．若爾何故傍縁 外道
声聞濁畳 一千二千三千世界．腐狭不同．三世無差別．不問凡聖乃至
八高劫．解云．若傍縁者．差別不同．雌可周悉目随其根性．三人不同．
若縁三役者．不多差別．易可周悉．随其定力．三人不別．大乗云 若
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菩施者．或有少趣．或有多趣．或有菩薩能憶ー劫．或有菩薩乃至無遁
劫．若凡夫二乗者 一劫乃至八f.i'.i:.l;IJ.焚網経云 外道具生，乃至能憶
八前劫．巴上（日蔵I・ 348b～349a) 
。巻第83
此是隆章三門具明宿命通相.i争影義章宿命八異．上下不同金同隆章
（日j蔵I・ 349a) 
自巻第83
玄隆天I良亦立四門 ー上下不同門 ｜を云．薩婆多云．若依初定．唯見
欲界初定色．不見上地色．乃至第四定能見一切色．芦間天眼．不作意
小千世界．作意中千世界．濁覧不作意中世界．作意大千世界．偽不作
意大千世界．作意無遁世界．又大智度論云．小阿羅漢．小用心見一千
世界．大用心見三千世界．大阿羅漢．小用心見三千世界．大用心見三
千世界．時支例亦爾．文大智度論云．凡夫人用是天眼．筏多見四天下．
芦間人．極多傍見小千世界．上下遍見．問．大党天亦能見千世界．有
何等異 答．大先天．自於千世界中立則遍見．若遜立則不見．絵慮声
聞人則不爾．在所住慮．常見千世界．砕支イ弗見百千世界．諸偽菩薩見
無量無遁世界．解云．此下文約報得天眼．奥前文少相違．言無量無謹
者．初定眼根能乃至非想、地色故．論。rya三十七云．云何諸｛弗菩薩天耳通．
若不作意．従欲界上至色究寛．若作意過比以上．’又浬紫経云．声聞縁
覧．若依初制不見上地．菩薩見十方世界．解云．雌是初定法．無漏資
諜故．能見上地色 巳上（日蔵1・351ab) 
。巻第83
二大小門．隆云．婆裟云．七極微塵． 三種眼見．一天眼．二輪王眼．
三住後身菩施眼．又雑心等云．一極微成一阿梼塵．是天眼見．菩陸輪
王亦能見．解云． 一極微色唯法眼境界．非天眼境界．大衆云．肉眼天
眼能見極微目故浬紫二十四云．菩薩不修天限 能見微塵，間．若爾何
故．稔伽五十四云．嘗言幾服用幾糧事故為行境界．答嘗言除肉眼所除眼
用一切極微所行境界．彼彼天眼.Il£取微色．解云．論云．肉天二限不
見極微者就任性功能．経云．見微塵者．就修無漏所蕪眼．文婆裟云．
間 色界所化色有四種. ~＼，＇！初静慮、果．乃至第四静慮、果．依初静Iさ：果．
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所得天H艮為能具四種色邪．有説具見．皆是欲界色故．有税．唯見初
静J意果非除．以因j勝故．如是説．初説為替．施設足論復説． 初静慮、中
有三天 乃至如是三天更底相見．第四静描：亦爾．同一紫故．巳上
（日蔵I・ 351 b～352a) 
⑪巻第83
三漸頓門 隆云．問． 如；是天眼．於一時頓見十方諸色不． 有税能見．
天眼清浄如摩尼'flt.有税不能一時頓見．然人等限但見所向色 見除方
時要須廻転．天眼不爾．面向一方，随欲能見．不須廻転． 能見十方
初引通時．若離光明不能見色若通成淵設雌光明亦能見色．如天眼説．
天耳通準之可知．巳上（日蔵I・ 352a) 
。巻第83
四自他門．隆云．二乗眼唯見他眼．菩躍目良根能見自他．故浬然経二十
二云．二乗眼．白眼猶不能見．菩確自眼初作見相．巳上（日蔵1・352a)
G巻第83
上来玉通種種行相．全移玄隆意中正文.i争影大小諸相不同目 全依彼文
取意抄出 （日政1・352b)
。巻第84
漏望星通者．隆章陳相総立三門．一境界世相．正縁煩悩染漏滅然．是故
漏汚減産無除為境界f豊．二自他門．隆云．言自他者．以有二門．ー者
自境．二者他境．言自境者．自知自漏艶．亦知他漏盤．故云自境．言
他境者．能令他人知他漏盤．亦令知自漏盤．故云他境也 巳上
（日蔵1・353a)
。巻第84
隆云．方使者，能知漏盤方便．亦名漏盤通．故検伽三十七云．何諸悌
菩薩漏壷通．調諸｛弗菩薩．如寅了知煩悩盤得．如寅了知若自若他於諸
漏壷己得来得． 如賞了知若自若他所有能得禰鑑方便．如能如寅了知方
便於非方便．巳上（日蔵I・ 353a) 
。巻第84
i争影大師大乗義1i.一切法門就三宗判．目比曇 ・成寅 ・大乗等也．其大
乗者 醤課諸教．道基法師是編論宗． 作縮大乗義章一十四巻．稗諸法
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門．亦約三宗．即目比曇 ・成実 ・大乗．其大乗宗．是沓課諸経論．織論
為本．兼盤一切．彼師亦造岡田比曇章十五巻．専明有宗法義．而時兼陳
成実大乗法義． 新羅園~皇寺玄降法師．造十絵巻章． 陳諸法義．大乗
義理為本成立． 而兼排明確婆多義．而亦時陳成実宗義．隆章大乗義即
法相宗．専依稔伽雑集等新誇経論．兼引萄静経論成立．此大乗義．輿
沖影道基所立．多別少同． （日j践I・ 354a) 
46巻第84
問．六通三性云何分別．答．隆云． 躍婆多云．天眼天耳二通．是然記
性. fi,1－四通是善．若約生得通慧．亦有無記義．四穏無記中．通果無記
所有『f・言通果者． 饗化無記．肉類通果者腐通五織身．態化者唯在意識
所化．通四鹿目問．何故天眼天耳二通．是無記性．非是善耳目．解云
古来俗説． 五識是生得善．身在欲界．米得上地警故．非善性也．此義
不爾．若生色界． 臆説善故．一解．天眼天耳通者．意識中通慧為性
唯欲見聞之事．更無善相．故一向無記．問．若爾宿住等通亦可無記．
解云．宿住通等一向入定故．名為蕃性．天眼天耳通．是散非定故．問．
若爾一切五識可是無記性収．解云．絵位五識．三性意識所引．随彼意
識亦是三性．天眼天耳相悠二識．大功而起．一向欲見聞行加行所引．
飽引意職亦是無記．除者善性．故婆裟云．蕃有漏者．調神境智及宿住
念智．無覆然記者．謂天眼智及天耳智．有漏無漏者 間他心智．無漏
者漏盤智．大衆云．六通皆通善無記等．漏五織法通三性．如漁伽説
営知善意蹴所引天眼天耳智．是善所郷．巳上（日蔵I・ 354ab) 
C巻第84
問．六通三界云何分別．答．玄隆章云．薩婆多云．前五通是色界繋．
漏誼一通亦三界繋 亦是不繋．亦通無漏．故大乗云．前五通慧亦色界
紫．亦有不繋漏謹一通一向不繋．故論伽六十九云．開五神通皆世俗智
荷1・若異生及諾有祭相網中者．皆是有漏．若在無撃相繍中者．皆是無
漏．第六神通 壷及無生二智所婿．解云．霊智無生智唯在無挙身．亦
説無差益身所有諸法．名為無漏．故知一向不繋．問．前五通不在欲界者．
神境通中化心是亦有欲界 故稔伽六十九云．又従欲界無記心無間．色
界善心生．如色界果饗化心．即従色界善心無間．此色界無心生．解云．
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雨解不同．ー解．言欲界無記心者．似欲界心．非賞欲界．故彼論下文
云．又説此心為欲界者. ~言知是彼影像類故．非自性故．解云．似欲界
類故云是欲界．非欲界自性一解嬰化心亦是欲界紫．然彼論下文云
非自性者．従色界定起．故云非自性．不説非欲界紫．若依此解．神境
通一分亦是欲界．巳上（日蔵l・355b)
。巻第84
問．比六神通諸君無漏何．答．隆云，薩婆多云．他心通過漏無禰．禰盤
通中．若漏盤果以為繍艶通者．是無漏目若知自他漏監．四智等．以為
漏盤通．是有漏．除四通是有漏．大乗云．二乗前五通中．若有是非五通
是有漏．無挙身者是無漏．第六通者．是無漏．故検伽六十九云 謂五
神通皆世俗智矯．若異生及諸有挙身者．皆是有漏．若在無祭身者．皆
是無漏．第六神通．壷及無生二智所撤．解云．漏盤通一向無漏．若菩
薩有撃者．天眼天耳二通唯識論雨解．一解．困地無有成所作智有漏．
根無漏識不聴故． ー解．困地亦有成所作智．若依此説．亦通無漏 録
者通漏無漏．若後得智所掘．皆名無漏．若加行智所概．通漏無漏．謂
廻小入大菩薩．皆是無漏．若頓悟菩薩．失心現行．亦是有漏．巳上玄
隆章具明通際．恐繁不引． （日蔵1・356a)
(2）碇然『華厳孔目章発悟記』 24巻 （一部欠）
①巻第14
玄隆章中有唯識義． （日｛弗全36・9Jb)
②巻第16
問．何故名身識等．答．一身識者．天親稗云．身識調限等眼根等五界．
巴上玄隆章云．言身識者．身者依也．欲色二界眼等五根以為依慮故云
身也．（中略）隆云．身識者是眼等五根為性．巳上 （日偽全36・103ab)
③巻第16
二身者識者．天親稗云．身者識者．謂染汚識．隆云．身者識者．三有
之身必由末那織．若無末那執為自身．身即不立．是故末那成身之故．
云身者也．者者主也作也．巳上文云．身者識者末那職為性．巳上（日
悌全36・103b)
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④巻第16
三受者識者．縛論云．受者職．謂意界．隆云．受持之主故云受者．融
調頼耳目識．能持一切法種故云受者也．亦云．生之本故云受者也 者者
主也．己上又云．受者識是本識為性． （同上）
⑤巻第16
囚感受識者 天親稗云．感受識者調色等六外界 隆云 色等六！単所受
用法故云！怒受識．己上又云. f!}J受識者．六塵為性．己上
（日偽全36・103c)
＠巻第16
五正受識者ι 線論云．正受識者．調六識界 隆云．六誠之身受用六j皇
故云正受也．問．本識及末那受用境界 何故不名正受識耳目 解云．通
為漏．亦有此義．然受用苦楽．正在六識故 唯説六識也．巳上文云．
正受識者 六識為性27 巴上 （日働金36・103c)
⑦巻第16
六世識者．務論云．世識調生死相続不断識．隆云．言三代相別故云也・
也．世者代也．巳上又云世識者躍婆多云 更無別法．法還用有為
法為性勾 大乗云．於有為法上仮立非色非心為性，巳上 （日偽全36・103c)
＠巻第16
七数識者稗論云数識謂従ー乃至阿僧祇数識．巳上隆云．言数識者．
一二等数也 己上文云 言数識者．躍婆多云．能数心々法為性．大乗
云．一切法上仮立非色非心為性．巳上（日｛弗全36・103c～104a)
27原文は「六塵為性 無相論云 …中略・・・巳上j とあり．『玄隆師章』が『無相論』
を引用しているように読める．しかし 『発悟記』では，必ず十一械を解説する場合，
真諦訳『世親釈摂大乗論』・『玄隆師章』・『無拘論』を順番に引用することから，「無中目
論云jの前に 「巳上Jがあったものと判断した．
沼原文は f穏婆多云．更別法無.y;長選用有為法性大乗云Jであるが．後の用例から
この文章は， 「世識Jに関する「薩婆多Jとf大乗Jの区別を目的としていると考え，
f大乗jの前に r.Jを補った また構成上， ft住総jの体を規定する文章であり，他
の用語の解説例から判断して「～為性.Jの形式に改めた．
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⑨巻第十六
八JI&識者．稗論云. JI&識謂器世間識．隆云．言慮識者．栖託之慮也
巴上又云．言慮識者．四大所造山河大地等為性．巳上（日俄全36・104a)
⑮巻第16
九言説識者．稗論云 言説識．謂見聞覚知識 隆云．言説識者．言語
也．巴上又云．言説識者．音磁名句文為性．巳上（日悌全36・104a)
⑪巻第16
十自他差別識者．稗論云 謂自他依心差別識．隆云．自他差別識者．
自他差別相也．巳上又云．自他差別識者．意識分別我見．及所別識諸
相為性．巴上（日働金36・104a)
⑫巻第16
十一善悪南道識者．理論云．調生死道名手重差別識 隆云 善悪雨道識
者．愛非愛二巣所得之果．故云善悪．依主為名．道者道路之義 五趣
果報苦楽所行之路云道也．亦云｛毘者．所行之道故云道也．巳上又云．
善悪雨道識者．異熟五癒為性．巳上（日｛弗全36・104a)
⑬巻第16
玄隆法師章中有十一識義．即立五円分別義理．一名．二龍 三々種薫
習通塞門．四々識撤門．玉建立門．其名謹二門如前己引．其三種票習
通塞門者．即彼掌云29. 如揃論説．前九識者．従言説黒習生．自他差別
識者．従我見蕪習生．善悪雨道識者．従有分窯習生．問．受者識 是
六道具熱誠．所言有分所生．何故不説有分所生．解云．諾異熟法以有
二義．一言説種子所生．二有分薫習所引．若論其韓．言説葉習所生．
若愛非愛相者．有分探習所引．今十一誠門中．言説所生義立為受者識．
有分累習所引門立為善悪南道識．故云善悪両道識．従有分所生 不説
受者職也 問．身者識．是可言我見所生．何故但説言説所生．解云．
見窯習者．意識分別我見 能引自他差別相故．末那微細不能引生差別
29 f!n彼章云j以下の『玄隆師章』の引用文には，日仏全では，句読点と返り点がつ
いている． しかし，専門用語を無視した明確な誤謬であり，筆者の判断によって改め
た．
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相故．不立自他差別相．問．若爾自他差別．亦従言説生 何故但説従
我見生．不説従言説生．解云我見煩悩従二種因生 ー従言説生．二
従我見門生．従言説生義立為正受識．従我見門生名自他差別識．故但
説自他差別．従我見生不説従言説生．又説此言．自他差別識者 正取
所生差別相故．云従我見生．不説言説．門慮等諸識准之可解目巳上（日
側全36・l04bc) 
⑪巻第16
玄隆章中以十一誠約針四識相縮分別．今章次下明此義門．彼章第五建
立門者．即彼文云．間．何故唯立十一識 非十非十二等．解云．為顕
唯識義故. p佳説十一回非多非少．謂受者識身者識．正受識．此三識．
是能縁識唯有三識 寅無外鹿．為顕唯量．是故建立前三識也．身職日程
受識．此二識者．諸識相分似外顕現為顕唯二故．亦立二識也．為顕唯
種々却故立後六識．外難非ー．故開為六識．故擬論云．論日．復次云何
安立如是諸問成唯敵性．賂由三相． 一由唯識然有義故．二由二性有相
有見二識別故．三由種々行相而生起故．所以者何回此一切識無有義故．
得成唯識．有相見故．得成二種．若眼識等以色等識為相．若意識以一
切識為相．由比意識有分別故．似一切識而生起故．解云．身者識．受
者識．正受識．為成唯識義．亦立感受識JI. 身識以為唯二．亦立鈴諸織
而為種々．略描諸相巴壷故 不可十一．若少不遍諸相故．非十亦非十
二 故云十一識也．巳上（日｛弗全36・105a)
⑬巻第16
玄隆章云 第四四識相鋪門目先排四識相．次明相矯．言四識者． ー者
i以塵識． 二者似根識．三｛以我識．四似識々．言似塵識者．外無賀塵．
1准有見識i以塵顕現故．云i以塵識．言似根識者 賞無五根．唯有本織｛以
根顕現故云｛以根識32. 言似識々者．識無賞韓．依種顕現故云似識々回言
却原文「種々種々Jとあるも，日仏全の害1Ji主に従って商ljる．
JI 原文 r~愛職J とあるも誤字であろう
32 日仏全の制註によって「職jを挿入する．
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｛以我識者．無有賓我．横計神我故云！以我識．次相有弱者. （.以我誠者 H~ 
受識中矯故．中謹論云．似塵識者．調本識顕現1以識等塵也．似根識者．
身識中掻故田中遁論云.f以根識者 似五校．於自｛也相繍中顕現.f以我
識者.IE受識一分中燭故 中謹論云 似我識者．調意識奥我見無明等
相~故．似識識者．正受識一分中揃故．中漫論云．似識々者謂六識．
解云．正受識有二種 一計我情識．二不言十我意識．於比二意識中 取
計我意識為似我識不言十我者立為似識々．故云六種識徐身者識受
者識等七識．非四掻也．問．頼耶末那亦是｛以識々．何故四識門中，不
取身者識等．解云．四識者為破我執病故．立為四識．調喰有根堕識．
未有賀我言．受者識．是一是常無相｛以我故．不立為識．如揃論説，己
不立受者識故．能依末那亦不取也．己上此是隆章明十一誠奥四識相揃
比四識中唯繍十一識中三識．不婿絵八．然隆章文言七識 非四撮．可
言八識非四櫛．四識之中．唯婦三識故．七誠之言難得意世1. （日働金
36・105b)
⑬巻第16
中漫論中指事明之．其中似我葎課之文．惣云意識 言濫第六．是故玄
隆判比意識為第六識．道基法師意似指第六識 然丘龍大師判為末那．
又新誇中漫分明．既云染末那也． （日側全36・106b)
⑪巻第16
今依嬬論中漫等意．彼此准例．以比四識錨十一識．陳掌主意．其相如
此不同．掻論章主1以根識中兼編末那及以頼耶．又不同．隆師四識之中．
唯描十一識中三識．及似我識不掻末那等也． （日｛弗全36・106b) 
⑬巻第23
策調葉習．業等気分．増長積習．成富果．因玄隆師云． 自気着他名之
為策．数習成性故云為 習持業為名 亦名種子．所有習気能生自果之
種故云種子．此之二名法遍三性．亙名臨重．言臨重者．無地能義．此
之ー名遍在染汚及無記性．云云如彼（日係全36・145c)
⑮巻第23
問 此三葉習為本有，三有開合耶．答．玄隆師云．通門為論．一切蕪
習．皆名言説窯習．一切禁習二種名言所姉．故然名言之中 編三有果．
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開為有分言説之中自他差別開為我見．非前二種目還奥本名如因縁中僧
上縁．己上（日悌全36・146a)
＠巻第23
玄隆章云．言九種窯習者．名言稿習中．聞出三種 調一名言．二識黒
習．三開策習．我見集習中．開出三種．翻一色練習．二識々黛習．三
見織風習．有分蕪習中．開出三種．間一煩悩繁習．二業繁習．三果報
線習．巳上（日側全36・146b)
。巻第23
問．此之九種．一一之棺何．答．玄隆縛云．言名言葉習者． 以有二種．
一言説薫習．二顕境．如上説．彼章E賢明二穏名言．言識薫習者．意識
縁本識．所蒸種子後時還生本識故云識黒習．言開票習者．従教而生間
熊等種子也．言色窯習者．縁根座等法．計部為我．如末那等 言見識
照習者．能言十我見察習也．言煩悩穏習者．煩悩種子也．言業繁習者．
三業種子也．言果報窯習者．六道果報種子也．此是名言一分． 然己潤
位中．転名為有．婿為有分無習也．巳上（日仰全36・146b)
(3）『華厳十重唯識常鑑記』 7巻（一部欠）
①巻第7
新経慶皇寺玄隆法師有唯識章．七門分別．一名． 二韓．三見相差5_l1jp~.
四観行門 玉婿鰭唯識門．六共果差別門．七観行位地門
（日蔵75・l17a) 
②巻第7
第十見相差別門．出玄隆章 総括諸法．不彼三種． ー者見分． 二者相
分，三非見非相分，即是真如．見相二分各通八織．真如線是八職十生．
八撒各有比三種相 庚如彼章． （日蔵75・121b) 
③巻第7
第十一揃諸法唯識．出玄隆章．締法帰心．一櫛外門．機外諸法帰自心
故．二郷相門．搬相帰見唯是融故．三瓶果門． 一切諸法本識之果 痴
呆帰識線、名唯識．四機類門田一切衆生各具八職． 諸法各帰自身八識．
自他相縁各嬰影像．影不離本互皆唯識．如自第八縁他第八所饗器等
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自五識等是為本質．密撒等影．如此互為．一切皆是唯識法也．五術性
門．法真如理．諸識之性．不離識心．無不皆識． （日蔵75・122a)
④巻第7
第十二共果差別．出玄隆章．器界是共相種生 正報乃不共相種生． 第
八所嬰器世界相即是共相種子所生．是故有情共所受用．共不共門大途
然然．委細言之即成四句．一共中共．如山河等． 二共中不共．知宅会
等 比是共中二句者也．三不共中不共．如白眼根他不用故．四不共中
共．如身中扶枝塵為他所縁故．此是不共中二句也．故識所嬰器界国土
質是各嬰而似 相ー． （日蔵75・122a)
(4）『五教章通路記』 52巻（一部欠）
①巻第38
新羅芽皇寺玄隆法師． 定声聞菩薩四善根中．陳菩薩位云．若菩薩者．
古来大徳両解不同． ー解 十廻向以後．初地己下.5.Jlj有四善根．第
一阿僧紙巴後．一小劫内．欲入初地．別修四善根．故概論云．巳過地
前四位.5.JI有煩行．又大智愉云．柔順忍．無生忍中間．有頂法也．如
声聞法中．幌忍中間．有頂法．解云．十解等三位．名為柔l頓忍．初地
菩薩．名為無生忍．此二忍中間．有頂法．為顕声聞法中．奥頂法相似
故．疏説頂法．不後煩等解法．間若爾何故華厳経云．十廻向詑.flP入
初地．不説煉等四心．又地持論云．向車行清浄句後．即入初地．解云．
華厳経中．在第十廻向．合説地前諸位．皆為初地方便故 地持論云．
解行清浄者．初池巳下．皆名解行地故．針法論云．勝解行菩薩者．始
従初発大菩提願．乃至来入極歓喜til.如十廻向巳後.5.Jlj有四善根．初
地二地中間．亦有別行故．十地論云．具足初地行己．欲入第二地者．
嘗生十種直心．即二地分．謹一劫満．最後刺那．始入二地．解云．初
地出分己後．運一小劫猟．乃入二地．乃至法雲地亦爾．省知．第一劫
巳後．別小劫． 入初地別方便．問若爾何故概論等，唯説三十三劫．不
説三十四法．解云． 二地勝進道一劫者．初地出分． 合説不開．故唯三
十三劫．所以者何．初地一切法．皆為二地方便故．就十地論亦説別方
便故 開為一劫也．一解云．四善根．唯在地前四位．無別位地．制煩
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者十解．頂者十行．忍在十廻向．十廻向最後一軍lj那．名為世第一法
問若爾提訴論及大智度論．云何舎通．解云．織論云己過四位者．通相為
論．矧巳過十信有摂．己過十解有T頁．巳過十行有忍．十廻向最後利那
名為世第一法．故云巳過四位田不説四善根皆過四位也．口大智度論云．
柔順忍．無生忍中間．有頂法者．十｛主巳上．初地己下．皆名柔順忍．
此蝦等四警禄．在二中間．故云間也．不税皆過柔順忍末後也．今依唯
職給奥初解同故．唯識論云．菩薩先於初無数劫，箸具福徳智慧資精．
/I国解脱分 警固満巳 為入見道．｛主唯識性．復修加行．伏除二取．調
煤T頁忍世第一法．比四総名修決揮分.JI買超異質決得分古文．文釣法論云．
己過初阿僧祇劫．有慨等善根．問若巳過i也前四位. )jlj有決得分著者
首為初無数劫矯．為第二劫矯．若初無数劫編者．何故論云先於初無数
劫．具善福慧固満己．若属初無数劫者．不臆説先．又何故撃す法論云巳
過初阿僧祇劫有傾等善根． 若属第二無数劫者．現務経云．己過三無数
劫．ー百劫中．修殊勝定．亦可属｛弗地耶．解云．両解不同．一解属第
二無数劫者．如論説．然経云巳過三無数劫修殊勝定者．量j£過三劫．猶
病第三劫．所以者何．第三僧祇劫．猶在園地．決機分善．亦j蕗第三劫．
最後一百劫位中．在因地故．還嵐第三劫．不属｛弗地．ー解決揮分善．
脇初僧祇．然論云己過阿僧祇劫者．在彼末後．故云巳過．来離初劫故
四釜根位．猶入初｛曽祇．然欲顕初地別方便故．関為別劫．．巳上（大正
店主72・51ac) 
(5）『法苑義鏡』 6巻（一部欠）
①巻第2
玄隆師云．三蔵解云．大乗一乗語別義同．言大乗者封小之名．言一乗
者針果之名．今亦之同． （大正蔵71・176a)
②巻第4
所以雨者 有漏有縛．解脱離縛．是故解脱門唯在無漏 玄隆師云．三
三摩地三解脱門皆是無漏故磁伽論六十九云四諦智法智類智等九智，
H佐出世間唯無潟．即自解云．三三味三解脱四締智繊．故知唯無漏性．
今SY4不爾． 三三摩地通漏無漏．文既分明．如顕揚説．然伽論云．三
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三味四諦智編者． 器通無漏．不論通漏故不相違．
(6）『教時誇論』 2巻
①巻第2
玄隆・固弘・補防・秦賢．並作章疏共filJ.W;受三蔵之旨．而多違背基之
義． （大正蔵75・365c)
(7）『一乗要決』 3巻
①巻第2
泰法師云．羅什法師．親従西国歴事！徳受．知1；性義不適有情．道生既
羅什学徒．公違什師．立諸衆生皆有｛弗性．故什法師.i長衆掲踏．繍出
道生．道生去後什法師尚在．云云義策法師梯泰師云．按｜清~Vl'l!t長房年
録云．羅什偽秦銚輿弘始十一年．東晋安倍義照四年成申死．然竺道生
被嬢．宋文帝時也．ま日此羅什死後十六年．方至文帝．知何得言羅什未
死道生見績．又如君言．道生見損．調当道理．道生伝云．見鎖之時．
法師誓言．我所説不合理者願於現身．得病病等．若不~理．願執塵
尾而終．後経文来至． 知顕而死．云云海西玄隆師義章引此事．大途同
義祭師．然誓言輿祭師記具．謂若我所説．違正理者．是我見身便入
地獄．若順正理．不離高座．而取命終．云云（大正蔵74・36lb)
(8）『大乗起信同異略集』 2巻
①末
問．第八織有四分．何分正為所蕪耳目．答．玄隆師云．以自謎分正為所
燕．是融骨量故等云云． （韓悌全3・740c)
②末
問．七誠心心所．皆各有四分皆是能蕪耶．答．有云．四分皆能蕪倶造
作．故但所蕪是主義故．相分等是非所薫．有云．四分皆能薫者．是可
非心分皆各薫自種子故．故今回分各有自慢義．以其四分自慢義 以為
能蕪．非四分之用放．白檀分輿自誼其義精異等．玄隆師等如是説失
（韓｛弗全3・750a)
オカモト イッベイ
（駒沢大学大学院仏教学科博士銀程）
